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と聖人の ratio（理性的精神）の関係が密接であったがために、逆に corpora 
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本論文は、日本列島をフィールドとして、そこで作成された弘法大師などの聖人伝の思想内容
を分析するとともに、欧州までを視野に入れた広い歴史的・文化的なコンテクストのなかで、日
本の聖人信仰の特質を明らかにしようとしたものである。西欧と日本において、いずれにも「聖
なる遺体は腐敗しない」という言説が見られることに着目し、そのテーマについて、資料に即し
て両地域の比較考察を試みるとともに、その研究を理論や方法のレベルでも練磨していくことを
目指したものである。 
序章では、上述の問題意識と具体的なアプローチの方法が詳述されるとともに、本論文の内容
に関わる研究史が示される。 
第１章「腐敗せざる肉体に関する理論的考察」では、主として視座や概念、方法論の問題が論
じられる。「constructivism」「mimetic theory」など、本研究に関わる方法論が紹介されるとと
もに、聖人信仰及びその比較研究に果たすその有用性が論じられる。 
第２章「弘法大師入定説について」では、空海が高野山の奥の院で永遠に瞑想にふけっている
とする弘法大師入定伝説の成立と展開が取り上げられる。 
従来、密教の即身成仏の思想、あるいは弥勒下生信仰との関わりで解釈されてきたこの伝説を、
高野山復興運動を背景として、浄土教的聖人伝＝往生伝に思想の影響を受けて成立したものであ
るとする。また、弘法大師入定説が 11 世紀後半から神仙譚に類似する形式で描写されるように
なることを指摘するともに、この時期、往生者から救済者へと、空海のイメージの変容がみられ
ることを明らかにしている。 
第３章「前近代日本と欧州における聖なる男女の遺体が腐敗しないこと」では、古代から中世
への転換期のヨーロッパにおいて、「腐敗せざる肉体」に対する解釈が大きく転換することを論
ずる。さらに、『往生伝』『黄金伝説』『弘智法印御伝記』などを素材として、宗教改革を挟んだ
二つの時代の日本と西欧の聖人信仰の実態を比較考察することによって、それぞれの特色を浮き
彫りにしようとを試みている。 
 本論文は、論証の堅実さ、叙述の明晰さなどに若干の課題は残すものの、研究のスケールは大
きく、個々の実証においても通説を覆す斬新な知見が提示されている。本論文の成果が、斯学の
発展に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、
博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
